
 

（関連分野） 

環境・低炭素 

（事業の名称） 

食品バイオマスを利用し、家畜飼料（エコフィード）を製造・提供する地域循環ネット

ワークを構築する事業 

（関係省庁名） 

経済産業省 

事業の概要 

（事業内容） 

スーパー等から排出される食品残渣を利用し、家畜の飼料を生産する循環システムを構

築する。 

事業実施にあたっては、地域の自治体、食品加工等関連事業者（外食、スーパー、コン

ビニ等）、地元畜産事業者等から構成される地域ネットワークを整備。 

 

（人員等）  

 循環システムの運営に必要な職員（１０名～２０名程度／１事業ネットワーク）を置く。

 

（規模） 

 地域の自由設計。システムに参加する市町村の希望を踏まえて対応。 

（事業展開に必要となる事項・規制緩和など） 

 特になし。 

（期待される効果） 

定性的効果： 

 ①食品残渣の有効活用が図られ、地域の環境が改善される。 

 ②地域資源の有効活用により安全・安心な高品質な食料品の提供につながる。 

（先行事例） 

 ・札幌市、兵庫県、鹿児島県等で食品残渣飼料化に取り組む事例あり。 

 ・兵庫県では、都市型食品残渣の有効利用システム研究会により検討が行われている。

（期間後の取扱い） 

関連自治体、事業者等による自己負担により、自律的展開を行う。 

（関係省庁担当者連絡先） 

経済産業省地域経済産業グループ地域経済産業政策課 

  電話番号：03-3501-1697 / ファックス：03-3580-6389 

 


